
ａ
Ｌ
ｈ
Ｕ
ｑ
削
Ｉ
Ｌ

Ｊ
■
且

岸
垂
、
剛
画
一
’

’
一

。

I
F一ロ



■“ 声■】堰一一一 琴『 ＝'･'DUFvW
一

可一一一 q 一
一

，
Ｌ

ｊ
Ｏ
－

＝ョ
口
一
一
一

Ｆ

一

一

’

ｒ

，
，
．
。
．
』
‐
ｌ
Ｉ
ｉ
囲
一
ヨ
ヨ
冨
沮

二

I

L

L

寵
ヘクー、

］
”
画
一
口
、
詞
二
四
口
画
珂
■
画
画
四
国
四
回
四
国
阜
麺
咽
垣
四
口
画
室
石
口
一
Ｉ

一

蜜

j
I

1

h
hー

、

一一Ⅱ■ ロー一1■■ Fヨ

』二

‐
Ｉ I

ｌ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｍ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ト
ー
Ｉ
ｌ
ｌ
Ｉ
Ⅸ
Ｉ
肌
脳
阻
１

１

一

１
１

〆
r

‐

b

一一

一 一一 一壼＝ 甘司一＝一 一一一 一



■■■一一一~一F~一一~ー一一、

１
Ⅱ
戸
一

一



|‐
己

１
１

ー1L

．

●●

きき
'IP

垂

１
１

!’!’
I

| ､
Zル
、＝」

評評

たた』

~亀~亀

I
L ･ 一‐ － －－ 一=一 一■ = ■ 一一 守L ---- -一



－

k 手

－

k 手

立立■■

一
一
｝
函
舎

一
一
｝
函
舎 ◆

● ●

g

●

◆

● ●

g

●

Ｉ
、
ゞ
‐
１
１
１
１
〕

１
１

灘灘

、
ー詞 L h

ヒ リ

II 9

凶

獄
ヅ
ー

●
も
●

蚤
渇
パ
獅
一
簿
・
・
蕊
識

。

・
ロ
。
・
・
令
》
》
。

。
●
◆
■
●

軸
●
●
凸
●

●
●
勺

●

Ｏ
ロ
▼
●
‐
仇
．
ぜ
ざ
、
心
．

・
・
雫
患
鞭
瀞
電
・
等
・
《

ロ
０
。
》
●
●
』

。

●
●
●
０
。

◆

ゆ
Ｐ
Ｄ
Ｃ
。
■
Ｆ
●
。
》
。

●
ｇ

●
Ｇ
●

ず
。
◆

。
ｇ
ｏ
、
・

０
■
●

Ｇ
Ｂ、蕊
奔
。
。

■

よ
。
Ｆ
●

Ｇ

●
●ｃ
ｑ

ｑ
。

●

》
ゞ

獄
ヅ
ー

●
も
●

蚤
渇
パ
獅
一
簿
・
・
蕊
識

。

・
ロ
。
・
・
令
》
》
。

。
●
◆
■
●

軸
●
●
凸
●

●
●
勺

●

Ｏ
ロ
▼
●
‐
仇
．
ぜ
ざ
、
心
．

・
・
雫
患
鞭
瀞
電
・
等
・
《

ロ
０
。
》
●
●
』

。

●
●
●
０
。

◆

ゆ
Ｐ
Ｄ
Ｃ
。
■
Ｆ
●
。
》
。

●
ｇ

●
Ｇ
●

ず
。
◆

。
ｇ
ｏ
、
・

０
■
●

Ｇ
Ｂ、蕊
奔
。
。

■

よ
。
Ｆ
●

Ｇ

●
●ｃ
ｑ

ｑ
。

●

》
ゞ

､惑
蕊
●●守口二●

opF､ぷず

手。.,c
■■

‘
．
・
ざ
。
ｐ
・

一

◆

・
・
狸
．
。
●
』
ぷ
溝
・
鈩
瓜
↑
・
雛
・
恥
・
酢
・巳

．
．
。
．
．
挿
津
魂
恥
・
歩
咋
尋
●
．
，
．
・
・
．

●
●
０
も

●

ゆ
Ｄ
Ｄ
Ｃ
●

●
ｇ
■
迫
●
●
●
写

●
。
◆
●

●

一
㎡
ｑ

ｅ
ｇ
ｅ
●●

ｅ
９
■
■

■

、
》
会
。
。少
。
Ｆ
●

Ｇ

●

●

ｌ

ｑ
●
。
◆
』

●

鬮
剛
圏
夢
《
し

藩革
ｳ●

､
公

▲▲▲

"･0才
け●込
凸●■

G● ●b
O

"･0才
け●込
凸●■

G● ●b
O

"･0才
け●込
凸●■

G● ●b
O、言Al

℃

鳥誇.．
｡
●勺

．¥。．
E ●

糾琴:識､M･';gi: ;p O
p●虹 ● ■

｡● ● ● ● ●
や ● a

●■ ■Q

，： ．。●■

一一▽両 _－

密－口一

℃
｡
●勺

．¥。．
E ●

辞.筆：
● ●

℃
｡
●勺

．¥。．
E ●

辞.筆：
● ●

乙~

ノジ
巳

●■ひ

蕊：
｡● ■
今■■謹讓■戸■戸

Ｉ
一
死
剛
、

汎汎

ｰ

房
～

別

ン

りw錫

三■りご

蕊 ■
か
■
か

己己

雁図雁図

膝
声

X

墨
"ﾉl i"ﾉ1 1

ｆ７ＪＩＪ

ノ

の

◆

I
爽
● ●

″″

。。
画

。P：。P：

１
１

｢

句

胸
合
Ｐ
合
Ｐ

＝＝



一
二
Ｆ
Ｉ

←－－－ ー－－ －宅

｡

Ⅲ
」

鞭、､,一心$湖〃

陵
グ

一

痔痔
麹

L函函

卜 ＝

‘N摩､’ 判

遊

登

』

企企

’ 1 一軍

壱
一

蓋

＝
ー

＝
ー

＝
ー

ー

｜ 、
する吾＝▲「今、｡

一・

〆寸

、～
一二＝

一

一一
一

、、

一 一、 ’

一

~I
一

＝＝＝＝
’

一
三
一壹
一

宗

＝

●

●

§▼

応逼
停一 ウ4

色
■

＝

I

〆I
b

〃垂

層
申

戯
■

』

１
１

､

可

－ －



』

典

。

１姦悪蕊鑑ご鑿溝違'雛 1

堀妻繧蕊毒維斜､<無窮
１
１I

。
Ｌ
■
■
当

《

『
ｖ

も《
さ

へ
④
『》

卜
ｈ

I
e

’
一一一一

ゴh



F 一剤

一一一一

一
一
一
一
一

一
一 『

』
■
４
。
■
■
■
■
■
■
一
■
■
口
咀
■

一一一一ﾛ－

~÷一一一一一一一一ー‐－－－－
■ ● 凸 一

一一一

－一 r一

湾鴎ミ部&減毎＝

"r,'綿S
’､一￥e

’、

＜●'1 ぐ辛一ウマ、一

ノ
報

可

〆
・
へ

竜
宮

se

典､『！
〆

浄 一〉

｝』 谷鍋寺

己 ぐ‐急品e
I

三
Ｉ

やe

導貞 e公一
Ｌ

７

諒癌鱒 5,-戸、 』J園､念蝿ダ 皇G錘蝿、

ノ ヘヘ
ンー 各4皇S 合ぺ』

4〆、

願峨、 <'Sい甜冠

毒1

〈彫 Ar､ぐ亀′罫や彫昔名 ｡､⑧
ﾉ〆 銚

ざ ざ ~へ 一一二~

品

い〃 ．｡

e』

今

癌岳」

州ぺu●零

〈 １
１

岳肇…

漢ｋ
ｌ
ｌ
ｌ

1

1

！ 停心､Ⅷ一

入へ
『

Y 〃､〆、

一■-- ---＝一一 一－

一当』



一

星- 一
。

’
1ゴ

炉
。
６
Ａ
■
１
ｊ
■
Ⅱ
■
押
列

秒
難 く

の
王
サ
イ
ダ
典
聯
毒
隆
蕊
で
蚕
豊
一

を
鰄
梛
１
小
粥
鯏
が
幼
典
』
駒
沙
と
伽
脆
棚
鯲
削
り
脈
熟
肝
錨
Ｊ
を
一

を
②
僻
蹴
嗽
幾
ぞ
患
蕊
瑚
り
凋
謬
や
象
雛
へ

と
６
，

か
Ｚ
謹
み
式
７
１
さ
げ
お
側
卿
加
測
鮴
伽
や
僻
脚
柵
洲
鮒
Ⅶ
加
州
嘱
肉
熟
亨
泓

萱
一

僻
輸
州
，
約
営
〃
４
八
脚
帆
‐
施
鱒
い
り
細
い
１
脚
ノ
ー

色

香

ｂ

４

血
壇
“
ｌ
ｊ
恥
關
寸

俳
の
４
１
が

謂
嘩
鱗
柵
詳
其
嘉
騨
含

妄
重

職
紺
§
馨
叩
塚
魚
瀧

夕
Ｑ
●

ざ
の
ち

多

ん
晶
曾
少
幾
ぞ
，
－
錐
Ａ

鐙
さ
奮
さ
蚕
琴
乏
迄

い
は
“
夕

み
か
，

マ
ア
／

零
Ｉ

沙
堤
私

’豊 q

’

Ｉ

凸
■
■
■

■
■
■
日
■
■
ワ
ョ
■
０
０
■
■
■
■
■
■
９
‐
■
７

１
１
１

凸

■

Ｉ

■

日

日

■

■

■

■

■

■

■

■

■

▽

０

Ⅱ

■

■

■

■

■

ロ

■

ｌ

■

■

■

▼

０

■

●

■

■

■

０

■

■

Ｉ

■

■

■

■

■

且

■

■

■

凸

■

■

■

■

１

１

１

１
１
１



ー

ーー

一一

義
聯
欲
縛
撹
壕
閼
鯛
騨
琴
室

８
少
」
″
Ｌ
ハ
”
ｚ
Ｌ
Ｌ

辨
別
う
８
今
Ｉ
塞
異
霊
Ｒ

と
す
産

穿
…

イ
ー
彙
鷺
１
１
鞠
聴
郷
為
Ｙ
，
血
寄
Ｉ
て
り
枠
Ｋ
鱒

形

を

毛
ウ
グ

蕊
参

覚
臺

せ
た
瓶
の
ｒ
背
ｊ
６
と
鯖
玲
：
～
イ
ヤ
十
牢

Ｉ
ｊ
Ｉ
ｆ
馴
僻
＃
よ
膓
錨
剛
ろ
が
１
納
隙
さ
人
憲
卜

尭

ま
侭
幽
懇
も

恥
伽
抓
緋
の
雌
珊
緋
官
腓
臓
胸
へ
側
州
蝋
剛
川
惣
鯏
幌
㈹
が
脚
Ｉ
馳
州
（
一

州
脚
１
１
１
州
胤
系
！
＃
郁
峨
邸
一

愈
号
璽
雪
》
屯

剛
丁
北
刀
批
恥
＃
協
偽
１
人
ぴ
け
Ｌ
ｈ
ｙ
勺
″
Ｌ

亨
秤
↑
ず
懲
獣
勝
へ
鯏
統
零
Ｊ
＃
ぞ
う
？

必
ダ
卵
猫
艸
笹
透
琳
７
岨
４
１
附
叶
＃
棚
馴
〃
肌
ハ
伽
鯏
群
総
Ｉ
の
撫
癖
“
》
母

蓼

懇
言
争
留
久
〈
鐡
議
と
叉
イ
こ
ぎ
↓
献
侭

の
Ｔ
ら
″
崖
学
署
孤
捗
Ｚ
イ
灘
餅
、
室
鷲
牌
１
の
鮒
§

；
且尭

Ｉ
Ｉ

Ｉ
Ｉ
ｊ の

心
い
き

こ・

■
■
■
凸
■
■
■
９
６
■
■
■
■
１
日
■
■
１
９
■
■
２
８
■
■
０
Ｊ
■
Ⅱ
ｊ
■
■
Ⅱ
０
１
１
１
‐
。

哉
々
Ｉ
ノ
ト

Ｉ
１
Ｉ
１
ｊ
■
■
■
■
■
町

’

ヨ ーーh



、

II

l 1

I



藩



－ ‐_.‐ ．_ニーーーーヱ。 一一 三笑-ごマー雪=アーニ 一一一一…一－－一． 一
一
一
２
口

一
、

一
一で 一 エ ー 』ﾜユ B今－－

電
祁
つ
く
、
砕
孔
を
譜
部
歴
人
ｌ

を
さ
ふ
閥
亥
み
〉
ゲ
タ

協
藻
繊
秘
〈
汎
職
幻
妙
八
繊
盆
動
縦
言

い
ゲ蛎
訟
鏥
魏
ｆ
鼎
饒
警
鵡
琴
曇

瀞
發

の
う
一
イ
ー
Ｉ
エ
典
７
Ａ
ｊ
砿
汽
も
↓
９
Ａ
Ｉ
Ｉ
＃
Ⅲ
１
瑚
州
測
帆
＃
伽
肌
肘
伽
帥
訓

、
裳

に
り
う
シ
炎
等
６
八
撫
辮
雛
鳥
》
留
了
’
て
尼
紬
あ
う

電

今
暑
卜
景
謄
↓
朧
り
蕊
嬢
併
聲
を

総
毛
髪
令
舞
札
茎
ハ
《
職
慈
み

↑

宣
見
Ｉ
患

菱

芸§｜

盆、

撚
漉
＃
伽
脇
帆
婚
卿
ゲ

薫
風
蹄
１
ふ
き
可

■
頭
Ｌ
ｐ
ｂ

可
L

‐一

且！
一

一
一 一＝.－



1
J

1
M

W
‘d

。

4



１
１一寸馴騨:言鑓一一

一運建長溌刺軍

一
一
《

$ぐへ〆 V量公

心掩

へ(、～へて e笹r－－

e逢い蝋壜/総毫琶
、き＝ 当重、 ヘン狸、 SS

噸蕊ざぺj噸鐙呼時§写､喧冒や、

小圭猟≦e蓮鶴害豐ろ
もぜぷ、 蝉÷ 竜割“

ミノ'ﾉSi兵壌争堀蓑奄悪、量痘
身 一

e

蓬､該一熟s望
､其』,“ごく呈汽

ﾐ幼警護蓮薑

郎寒

egヘj超

浄信､其』

曇きぐ少

wQSK拳謬

一一

卜

j 』

I4■！

倭
←

＝



蝋
拶
Ｉ
リ
払
蝋
１
く
恥
楚
み
探
さ
働
き
窪
９
＄
う
ぢ

一

ふ
漁
議

｛

網
熱
り
１
川
く
を
鰍
呼
〃
ベ
－
１
鼎
州
職
叩
伽
州
跡
伽

李
鮒
‐
山
１
鋤
Ｉ
、
ト
リ
り
れ
で
戦
り
み
９
鰯
催
剤

＃
抑
卿
蝋
》

七

談
ん
ざ
柵
噸
肌
鋤
聯
１
１
０
ヶ
猟
榔
り
今
了
と
４
？
～
才

仙
伽
柵
壁
州

囚

ク
う
界
く
か
推
令
ｆ
７
Ｉ
ｌ
″
胸
〃
川
鮒
を
畳
〃
ｊ
〃
．
』
・
’

零
笈

１
一

議
宣
誓
と
や
‐
ｘ
乙
と
い
言
ｉ
ノ
リ
と
ｒ
③
”
・
型
燭
〃

ｒ
ｌ
Ｉ
４
／
、
川
獺
参
い
ナ
拝
人
ｙ
鐸
３
唾
棡
〃
難
１
〈
心
必
野
上
・
士
９
０
鐵
肌

の
劾

龍
撚
恥
ヶ
聯
Ｉ
く
が
Ｙ
さ
４
と
合
？
シ
を
識
６
脚
叩
止
一

猟
ｒ
２
礎
ぎ
ふ
野
そ
ふ
卿
洲
の
駆
り
些
尋
今
ゲ
ヅ
｜

参
ざ
潮
誕
と
典
僻
あ
ゑ
蛎
倉
瞥
恥
＃
４
鋭
一

’

Ｌ
・ r＝－一

I
－

P－ －－－－ －．．雪 豆ヨ

ョー ､一_ 一一 .一一』一みせター

一一一



’

一
一車
一
一

。

一

一

で一

■
一

選曇く評釈二一V怠裟稗,蝉･皇"AjS､-S-｣J

蒔島-蓬奏吠奪
●$斗争 I

橇芦崎懇霊く鍾冬柳J竜篭、 、緯。
１
１

S葛 迩渉ﾑｨｰ職辱

畠豊一鑿剃嶮一へ”>‘溝"ｼ“受渓秘怖･念
雫謹蕊,･一､Ⅷv熱

｡

<W壼斜慧へ鐸靭『豆N､S和

抑蝋趣罵令畳嘱>JefEw滿苓忌隼､一翁＜蝿
念唇 、4ず､-－縄今騨J－、

到峨挙嶋彙蟇翰坤妙弩侭刈篭卿榊へf-f､鼻心
酬こ懲暫却蕊器＝患墓鰔雲螂v剖遇企v
錨と勲騨報知尋蕊勤蓬惹撞遷樽墨蕊蝿 呈

I

､巽蕊室<S
縦ルヘ》鐙嚇

I一
』
《
Ｉ

1

1鮒

1



－ー ニー

ーーー
マ ー

h

l

Ａ
馬
一
心
ｌ
、

ム
さ
皇
ｆ
騎
伽
や
／
、
す

と！霧
０

〆、

詮
＆

ゲ
灘
形

’1
み
畠

ゐ 乱
釧
川
郡
圃

今

尭

令
Ｊ
侈
港

壇
千
せ
と
シ
量

み
こ
と
Ｊ
も

1坐泓
臥

称
そ
る
合

毛 ）､
ふ
弱
″
の
鰍
ゲ 訟

呑
’
§
小

〃
り
あ
郡
、

、

今
吻
合

ふ
？；ｋ

ｙ
の
ふ
仰
吹
肌

ノ
描
岬
旅

|’､リ
I。

礫
を

I 、 乙
人
』＄

平
’】

こ
の 壺1

弓

ー 一一
ｰ

唾軍一一一'一



一一

句

_ _ 一一 一一 一 一 凸一二・一一

一二一一．可
－

1
』

＃

蝿
風

イ夢

総よ
鋤,を

L

か
ミ 二一＝

一

を１
１

鑿て

の
I

か沖
てを

●

が

と“
グ

紺I 一

一

！ヘ

ヲの
４
ダ
マ
ー 側｡、

舎
乙・

ア

I A色

I

R
U



一 一二

ー

0
『

叱

●

と
雫
う
う
１
ｔ
令
芝
ノ
繩
ぷ
鰯
鯲

〃

サ
ら
ク
、
モ
修
総
奈
熟
祁
嘗
墨
へ
く

Ｉ

ら

か
ｔ
入
れ

雲
泳
ぎ
今
ク
鍵
〃
、
蝦
？
羅
卿
秘
め
識
ｔ
仙
凡

毫
鬘

た
２
人
眺
舵
で
猟
γ
れ
（
茜
″
唱
胤
脇
脳
洲
俳
伽
埴
磯
爪
吻
噸
烏
鴫
紬
棚
彩
紗

い
の
り

式
み
、
ト
リ
、
少
仙
肌
附
ｊ
肺
峨
の
睡
側
Ｍ
Ｉ
ｉ
柵
柵
刷
り
１
州
飢
刷
Ⅲ
柳
川
肌
叩
の

わ
１
人
タ

〃
勺
妬
鴎
》
斗
鍾
且
つ
社
邪

却
１
札
協
汲
？
脳
砥
４
１

仙
抑
Ｉ
肌
岬
腓
仏
Ⅵ
１
４

Q

ぜ
ん

童
ざ
〃
側
蝿
か
６
ｔ

I

の
細
罰

「

一
一
一一

一F



I

’



■

Ｉ

I

1

I

J

l

I

J

l

I

J

l

■ 和守 ㎡ 唖.” ｰ ＝■ や ■ 和守 ㎡ 唖.” ｰ ＝■ や ■ 和守 ㎡ 唖.” ｰ ＝■ や B g pB g pB g p

腰

一
一
一
一
一
一
一
一

一
一
一
一
一
一
一
一

一
一
一
一
一
一
一
一

ややや

､

乃リ

』
・
夢
・
缶
ミ
ー

』
・
夢
・
缶
ミ
ー

』
・
夢
・
缶
ミ
ー

－
令』
－
令』
－
令』1

＄ 〆

11

日

唖《
i

1 f 6

在

に

ｰ一

剛リ､､Ⅷ川
』

４

ｑ
己
、
』
竜
｛
『

ｑ
己
、
』
竜
｛
『

臨 〆｡〆｡

画剤
可

吻
殉

１
１

一
ロ

ー

庫
ご一
尾
．
一

一
ロ

ー

庫
ご一
尾
．
一

一

皇．皇．皇．
一一一



三

色

|| ’

１１

ﾛﾛ

イイ

今
②
漂
重
刃
寛
急
今
燕
重
叩
く
と
急

Ｉ
ｌ
Ｉ

,’

１
１
１
１

■●

I



１
１１
１
１１

老

惑｜
ノ

》、

藤
｜ふ
藤 ｜
； 1
齢｜

勢’
1

、

｜
l

緋
IIjO

老

惑｜
ノ

》、

藤
｜ふ
藤 ｜
； 1
齢｜

勢’
1

、

｜
l

緋
IIjD

蕊

鹿；

心
的
Ｋ
ふ
り
Ｌ
Ｇ

１
１ せ

§
グ
ト
む
く
の
哩
抜
イ
セ

一



１
１

１

、 射 ●ー
0＝由

L

〆3 I

一
山

よ

､

ｂ
■
■
■
■
■
■
■
■



１

１
１
１ １

１
１
１

Ｎ
■
Ｉ
Ｈ
Ｈ
９
１
－
■
■
■
■
■

与
今
・
鄙

認
礎
戒
撫
伽
か
え
り
，
２
ｆ
ｆ
ｌ
鷺
耐
撚
脳
噺
～
一血

也

B

！



｛

ー ー

巳

戸
一
一一一 一一一~ 専一言■■ ﾛ ｰ

一o一、

色

I

’
責辮 毛

I

丁 ウ ’

一

1

1

夕

ウ糸
b

グ’） が ）F

わ
今

の

)へ

マ

セ

』I1 一一一
- .口－－－勺



一一

I

１
１
１
１
１
１

III





一
－

1

’

Ｊ
■
■
■
一
■
■
■
■
■
１
１
１
４
コ

毒
，癖，

段



可

’



’

I
１
１
１



■

’



I



一一■一一一

－－－－ ＝

一

四
口
－
１
１
１
１

１
１

ロ
巳

鬘

の
完

Ⅱ

I

;1 ー

ソ

と
Ｉ
Ｉ
ｆ
Ｅ
Ｕ
■
１
１
■
■
Ⅱ
０

と
６
５
■
日
日
１
９
８
口
■
■
■
■
■
、
■
■
■
１
６
８
０
ｑ
Ｑ
Ｑ
■
日
Ⅱ
０
■
０
０
５
画
Ｉ
ｒ
Ｖ
０
９
Ｌ
Ｕ
Ｉ
６
９
■
日
日

、

ー 、

ワ
〃
し

Ｉ

〆1L

葱 １
１

斑
のI

L

脇
ｆ
毎 鶴
かーへ



L

I
、

可

蕊
’

’

ー

L■
ー

一一一

一 画





…毎編､:葡雛覇~悪~3
ヶ

字
。一
台

■

..､諒一捧演ｿ,． －
■ 申●

■ヘームィ I全一一再全竺-画p坐

E且

一

一三一-－－－－

＝

；ヒ ー
ー



■
ｰ

－－

一 －－

一

字一一一
－－－

ご一
‘一

’ ~､零▲

| ’鼬.

1

’ |’

い‘

' |I
〈 1

、

即 I

3詮
■
－
６

徳
ビ

ル

ＩＩ
う

参伯 リ

『
ク
ｰ

ツ

ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

ｌ
Ｉ
ｌ
ｌ’

ゼ
い

１
１

必
〃
ン、狼

盈

一～

21 ー
1

ｊ
』
了

と ｰ

ノ心

し 一
一

う
き

ｰ

1jー

｣L
＝

b---- ーー _=琶垂つレアか季～＞_=琶垂つレアか季～＞

－－



■

１
１



､

’

」

ﾛ＝







言

’





ー

二茎二＝＝－ｰ
＝－－~..~~一・－－ ‐‐

’

の
溝

どｊ

ｌ
硴
伽
鮴
跡
舳
州
職
沙
糺
出
か
継
師
聴
献
胸
伽

鼻
拶
農
奄
工
多
あ

渕
塗
小
‐

：

り
や
む
１
，
１
１
、
夕
ｒ
ｐ
、
０
″
Ｆ

Ｉ
Ｉ

轡
鮎
研
う

毒
》、
一

と小

’ 一

脅
鮨
ぷ
ふ

妻



’

＝





一
一

ー

－－ - _一ー－ －

－ーlliiiIliiiiii--‐＝ ･‐

一

蕊
0



一一 －－－ 一

。
令島患州

’ 縄11’

1

〃
一

AJへI一一

’
鮎制 や今母訓！'

愚雪fQ
公へ

、

『縄| I 約 一．~

尋e9
－

＝

灯や、
司 二

誤 企
I

二一

愚
4勺詞

弧j､〆侭
A_j守蝿

~1ノ1 気』
〆
《〆画

へ

」
~ 今イ

,線電是傘
公や列~

愚$4 戸Uや”

伽患

④

-劃辺

報e
ｒ
銀

曲 一

S、畳R

‘瓜舗一"『＠fSS ~

>‘是S 、

１
１
１

必

m一

●

i-U

I －





可
一

一一一
－

＝

一 四

：
多
q

調鰯
４
Ｖ

詩
砿、、

壁壁 締締
一

Ｑ
色

画~、郎繊3画~、郎繊3 ＄

Q

力

願
舜舜

蔀

’

０
９
１

’’
1

／
1

伽

要
’

7

●

’

■

0

b

、

b





一一

－ －＝－－ ‐ - -
＝

羅遇 糊
Ｙ
聯
ｆ
騨
職
鐙
職
…
蝿
銅
悶
専
ｊ
一
一
嚇
語
と
谷

、

誉
’鐸

卑
采

差
ご
毒

墓患ま
１
１
グ
ー
ｌ
ト
ー
‐

舟
晦
Ｔ
ろ 亀

夢
圦
僅
芯
と
の
Ｙ
ン

玖
し
蔭

震
ど
低
椰
ハ
〃
ｗ
、
２

競
灘

毒
星
扣
測Y

の

；兇２
～
鷺
午
兇

公
詑
垂
『
い
や
八
河
、
Ｊ
γ
３
１
〆
２
〃

の

詞努
竿
侭

一

；
ハ
バ
沸
仇
患
う
ノ

澄
郊
と

'い
■

シ、
、 I､緋

L



’



。

蝋
夢

－－一

廃
へ
鎧鯲縄

＜P笛
、

鐙筵

葱〆
へ

〉ｒ
侭

猫

V蜜〆
へ

へ

畠へ）

、S

(々野
〃

部》j鱒

ぐ､噸&や割

線真患侭
↓庵． シ奉沙､〈鉾“
雨昼約鵜轡考；

秘

ぺ燭

判's･剛釧諏

盤s刻蕊
鳥ダ、

＆

〆

露、

毒鐘栽恐､r書e…噸をw側等"､恥辱這一

ゐゃへ

鑓蕊=難灘辱農叫噸熱烈噸織 ”
4

ハ

．－螺縛畿是戯ぐぐ割…､>扁瞳‐』
e

§S'vf華へ≦
へ← -ざ

震峯鍋尋小jggR｡IEfwW~､wE｡WY剖､鮒選窯垂一
命ミ

ーギ柵や巧寒へ） ‘_噸』
≦畿舗志婁J"､f､c､-~-J董簔壌職斎尋一色や

･リ



１
１

|I

’

I

’







可

辰

I

L

、

＝

Dq

い』
■

■

■

■

７

１

△
■
一
■
■
■

』
■
Ｅ
ｐ
Ｌ 6I11, .

’
↑

昂八1，j‘

￥

幽馨’ ｜ '#|N､Ⅷ"･'’
1い1 ,lい↓ ,IMI ゥ@We岫蝋、望

00

一一

〆"〆
一一

‘ ．' lldlwl 岬
『
写

一二・:ニ 」

塁〃＝＝ ' l'1hf!

識一

l ll1hf《

識一

＝■

ー＝
－

ぽフ
ーー

ーユ

‘‘

’
一
《
一
《

一

一
へ II

凶

壷菱
＝

、蕊
▽－

－

111111

学学学
『．

■
Ｌ
Ｌ
】
・ｈ

龍龍

11I

可

ー一ー一

－－画－－画－－画
、、、

~も一二-ー▲ 昌一昌一 一ー▲ 一、｛、｛、｛、｛

一
雪

一

ー

1
L

戸熱
N
戸熱
N
戸熱
NI 11

β△
。§

妙妙妙妙詮

『『

』
垂垂垂

_《ず

、、、
11

、
ｰ

0

酸

91 矛'礎ル矛'礎ル矛'礎ル
〆

汽 粥羽．
0

淀1 &』
マイ

雪＝ﾗー
1

雪＝ﾗー
122 蚤

、
阜一

尋

、

幸幸
””

22
■｡

←←

KK

鞭 ウウ

W心

夕
凸

』』

ー

Q



‐● 画

ノ
ザ

F 6 －

q

，

q

，

~



’

’

’

ヂ要も
＜二

、
ロ

■

■

ｒ

Ｏ

■

■

ｒ

全 I

､ﾐｪ、
１
１

写

’

I

。

１
１

|’

一



』 h
A

’WI 列
’

済
画

卜議卜議 II－－－ －－－

－－－一ー～一一一一一一

湯湯 1‐1‐
とと 胃胃
亀
雌蕊
亀
雌蕊

イイ ､､

幕幕

のの
よよ
ここ

尋尋

11
＝一一
一一







■■

一 一■r＝

琴＝4晨▼面全一一
豆

戸

堅
一

F 一 一
一
＃
頓
隅

１
４
１

ー一戸-両戸▲

－ご＝÷ _ _ _一

~－

9

尋
■

－

ﾏー

、 ’
●

9烏
ゴ

唾

の

難
雛
勤
識
離
の

’
”

I

’

車

ご
ｑ
９
。
ｂ

、
、
間
■
９
日
８

グ

､

、

１

１
コ一

ーｰj~‐

凶






